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そ
も
そ
も
女
性
は
男
性
よ
り
精
神

障
害
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。病
気
の
頻
度
ば
か
り
で
な
く
、症

状
、併
発
す
る
別
の
精
神
障
害
、病
気

の
経
過
に
も
性
差
が
み
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
う
つ
病
や
気
分
変
調
障
害

は
、
男
性
よ
り
女
性
に
ず
っ
と
多
く

み
ら
れ
、
か
つ
不
安
障
害
を
と
も
な

う
こ
と
が
多
い
こ
と
、
う
つ
病
の
女

性
は
、
過
食
や
過
眠
を
含
む
精
神
症

状
を
お
こ
し
や
す
い
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、精
神
状
態
は
、心
理
的
、

社
会
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
女
性
の
伝
統

的
な
地
位
の
低
さ
、低
賃
金
、性
的
暴

力
や
家
庭
内
暴
力
の
被
害
者
に
な
り

や
す
い
こ
と
な
ど
が
関
係
し
て
、
う

つ
病
や
不
安
障
害
を
増
加
さ
せ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、最
近
で
は
、生
物
学
的
に
も
、

脳
や
神
経
生
理
に
性
差
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、性

ホ
ル
モ
ン
が
精
神
活
動
に
影
響
す
る

か
ら
で
す
。
女
性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
や
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン

に
は
、精
神
活
性
効
果
が
あ
り
、女
性

の
精
神
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

医
師
は
、
女
性
の
患
者
さ
ん
を
診

る
と
き
に
、
女
性
が
お
か
れ
た
社
会

的
状
況
、す
な
わ
ち
、男
性
に
比
べ
貧

弱
な
経
済
状
態
、家
事
や
育
児
・
介
護

を
に
な
う
存
在
と
し
て
社
会
に
期
待

さ
れ
て
い
る
性
別
役
割
意
識
と
圧
力

に
つ
い
て
、
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。女
性
は
、人
生
の
さ
ま

ざ
ま
な
局
面
に
お
い
て
、
自
分
の
本

当
の
希
望
と
、
周
囲
が
求
め
る
期
待

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
葛
藤
す
る
こ
と
が

多
く
、
ま
た
、
本
当
の
自
分
を
の
び

の
び
と
表
現
し
た
り
、
自
己
実
現
し

て
ゆ
く
こ
と
に
、
罪
悪
感
や
不
誠
実

感
を
も
ち
や
す
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
が
ス
ト
レ
ス
と
な
り
や
す

い
と
い
え
ま
す
。

シリーズ
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シ
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女
性
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
知
る

対
馬
　
ル
リ
子（
産
婦
人
科
医
師
）

女

性

と

ス

ト

レ

ス

に

つ

い

て

不
安
や
う
つ
、
摂
食
障
害
以
外
に

も
、
女
性
外
来
（
特
に
婦
人
科
）
で
求

め
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
ケ
ア
は
、
月

経
前
症
候
群
（
P
M
S
）
、
子
宮
内
膜

症
、
中
絶
、
不
妊
、
が
ん
の
手
術
と
術

後（
乳
が
ん
、子
宮
が
ん
な
ど
）、更
年

期
障
害
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
も
の
な
ど
で
す
。

そ
も
そ
も
、
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
に
お
い
て
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
変
動
に
と
も
な
っ
て
精
神
症
状
を

お
こ
し
や
す
い
時
期
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
思
春
期
、
産
褥
期
、
更
年
期

な
ど
で
す
が
、
い
ず
れ
も
ホ
ル
モ
ン

の
大
き
な
変
化
と
と
も
に
、
身
体
的

に
も
、
精
神
的
に
も
不
安
定
に
な
り

や
す
く
、
当
人
も
医
師
も
知
識
を
も

っ
て
あ
た
ら
な
け
れ
ば
、
た
だ
困
惑

す
る
ば
か
り
で
す
。

月
経
前
に
イ
ラ
イ
ラ
や
う
つ
、
集

中
力
の
低
下
や
無
気
力
、過
食
、眠
気
、

体
調
不
良
な
ど
を
お
こ
す
P
M
S（
月

経
前
症
候
群
）も
、ス
ト
レ
ス
や
疲
労

が
誘
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

一
般
の
婦
人
科
や
心
療
内
科
で
は
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
や
心
理
的
精
神
的
背

景
へ
の
配
慮
は
な
く
、「
異
常
な
し
」

と
帰
さ
れ
る
か
、抗
う
つ
剤
、抗
精
神

薬
が
処
方
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
か

え
っ
て
「
や
っ
ぱ
り
わ
た
し
は
ダ
メ

だ
」
と
女
性
の
自
信
喪
失
を
招
き
や

す
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

女
性
外
来
に
関
わ
る
医
師
に
は
、

そ
の
専
門
科
が
何
で
あ
っ
て
も
、
こ

の
よ
う
な
女
性
に
特
徴
的
な
心
身
の

問
題
に
対
し
て
理
解
を
深
め
、
総
合

的
に
対
応
し
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。す
な
わ
ち
、科
や
専

門
領
域
を
超
え
、
女
性
の
心
身
を
横

断
的
に
、
縦
断
的
（
経
時
的
）
に
も
支

援
す
る
多
職
種
、
多
面
的
な
チ
ー
ム

医
療
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
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《経済協力開発機構（OECD）加盟国の自殺率順位》 （対10万人）

資料出所：天野馨南子「世界最高水準の自殺率の構造を探る」
　　　　   （（株）ニッセイ基礎研究所　ニッセイ基礎研ＲEPORT 2005.8）より作成

年齢別自殺死亡率（人口10万対）の推移（男女計）
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日 本 の 自 殺 率 は W H O の

2004年9月現在の国際比較で

は10位に位置し、人口10万人あたり24.1人、1998年以来年間３万

人を超えています。経済協力開発機構（OECD）加盟国の比較では、

男性が２位、女性が１位と、共に高い順位を示しています。

厚生労働白書（平成16年版）では自殺者数の動向を『高齢化の影

響もあり60歳以上層の占める割合が高まっていること、厳しい経済・

雇用情勢を反映してか50歳層の占める割合が上昇傾向で推移して

いること、男性の割合が上昇する傾向にあることが目立っている』、

さらに『警察庁資料により、原因・動機別（家庭問題、健康問題、経済・

生活問題、勤務問題、男女問題、学校問題等）の構成を見ると、健康

問題が一貫して最も高い割合を占め』、男女別に見た場合は『男性

では「経済・生活問題」の割合が最も高くなっており、特に40歳以上

60歳未満の層では５割を超え』『女性はすべての年齢層で「健康問題」

が最も高い割合を占めている。』と分析しています。

女
性
の
た
め
の
病
院
の
一
例
を
、

具
体
的
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
病
院
は
、
総
合
的
な
女
性
外

来
だ
け
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

産
婦
人
科
、心
療
内
科
、内
科
、外
科
、

泌
尿
器
科
な
ど
の
医
師
25
名
と
、
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ェ
な
ど
８
名
、
看
護
師
８
人
そ
の
他

の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
全
員
女

性
で
す
。

女
性
検
診
、
健
康
相
談
、
心
理
相

談
な
ど
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。

な
る
べ
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰

囲
気
で
ゆ
っ
く
り
話
が
で
き
る
よ

う
に
イ
ン
テ
リ
ア
は
整
え
ら
れ
、
診

療
は
個
室
で
行
わ
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
完
全
予
約

制
で
初
診
に
30
分
、
再
診
に
は
10
分

〜
20
分
の
診
療
時
間
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。

初
め
て
受
診
し
た
女
性
の
訴
え

で
多
い
も
の
は
、
月
経
不
順
、
無
月

経
や
、
月
経
痛
、
P
M
S
（
月
経
前
症

候
群
）
な
ど
月
経
関
連
の
訴
え
で
、

約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。つ
ぎ
に
、

原
因
不
明
の
体
調
不
良
、
が
ん
検
診

の
希
望
、
か
ゆ
み
や
お
り
も
の
、
更

年
期
症
状
、
と
続
き
ま
す
。
持
病
や

病
気
の
相
談
、妊
娠
に
対
す
る
不
安
、

不
妊
、
精
神
的
な
悩
み
ご
と
、
性
の

悩
み
な
ど
の
相
談
も
、
ふ
つ
う
の
病

院
よ
り
ず
っ
と
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

心
療
内
科
医
は
３
名
お
り
、
主
に

不
安
障
害
、
摂
食
障
害
、
う
つ
の
診

療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
精
神
科

や
心
療
内
科
の
治
療
に
入
る
ま
え
に
、

婦
人
科
（
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
調
や

更
年
期
な
ど
）
や
内
科
（
甲
状
腺
疾

患
や
貧
血
、
膠
原
病
な
ど
）
の
病
気

が
な
い
か
を
調
べ
、
常
に
数
人
の
医

師
が
連
携
し
て
総
合
的
に
診
療
を

進
め
て
い
る
の
が
特
長
で
す
。ま
た
、

職
場
で
の
人
間
関
係
、
家
族
内
の
人

間
関
係
な
ど
の
心
理
ス
ト
レ
ス
が

大
き
い
場
合
に
は
、
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
も
連
携
し
て
心
理
療
法
を
並

行
し
て
い
ま
す
。

最
も
多
い
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
目
的
は
、
夫
婦
関
係
の
改
善
で

す
。次
に
親
子
な
ど
の
家
族
関
係
、職

場
の
対
人
関
係
、
落
ち
込
み
や
情
緒

不
安
定
、性
格
を
変
え
た
い
、な
ど
が

続
き
ま
す
。自
己
臭
恐
怖
、問
題
飲
酒
、

性
的
虐
待
な
ど
の
相
談
も
あ
り
ま
す
。

女
性
外
来
で
は
、
入
院
や
緊
急
対
応

が
必
要
と
さ
れ
る
精
神
疾
患
、
自
殺

企
図
が
あ
る
も
の
、
体
重
の
低
す
ぎ

る
摂
食
障
害
な
ど
は
、
入
院
施
設
の

あ
る
病
院
、
専
門
の
病
院
な
ど
に
紹

介
さ
れ
ま
す
。

『ジェンダー統計』

女性のこころとからだを知る

【日本人の自殺率】
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１．
精
神
病
に
お
け
る
性
差

２．
女
性
の
お
か
れ
た

　  

社
会
的
状
況
と
ス
ト
レ
ス

３．
女
性
外
来
の
診
療
体
制

４．
女
性
外
来
に
多
い
メ
ン
タ
ル
な
問
題


